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女
子
は
ア
シ
ュ
リ
ー
・
マ
カ
イ

バ
ー
選
手
（
カ
ナ
ダ
）
が
そ
れ
ぞ

れ
初
優
勝
し
た
。

三
月
三
日
（
火
）・
四
日
（
水
）

エ
ア
リ
ア
ル　
　

　

第
二
日
目
は
リ
ス
テ
ル
ス
キ
ー

フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
に
会
場
を
移
し
、

エ
ア
リ
ア
ル
の
予
選
が
開
催
さ
れ
、

鳥
人
た
ち
が
技
を
競
い
合
っ
た
。

　

日
本
勢
は
、
本
町
を
中
心
に
活

動
し
て
い
る
田
原
直
哉
選
手
（
徳

洲
会
ク
）
や
、
猪
苗
代
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
所
属
の
倉
田
孝
太
郎
選
手
、

学
生
時
代
か
ら
町
内
に
合
宿
に
来

て
い
た
水
野
剣
選
手
（
ノ
ー
ス
ラ

ン
ド
ク
）・
西
川
史
朗
選
手
（
ス

カ
ー
ゼ
）
と
、
本
町
に
ゆ
か
り
の

深
い
四
選
手
が
出
場
し
た
が
、
西

三
月
二
日
（
月
）

ス
キ
ー
ク
ロ
ス

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
第
一
日
目
、

大
会
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
猪
苗
代

ス
キ
ー
場
中
央
で
開
催
さ
れ
た
の

は
、
男
女
ス
キ
ー
ク
ロ
ス
。
予
選

と
決
勝
で
激
し
い
雪
上
バ
ト
ル
を

繰
り
広
げ
た
。

　

日
本
勢
で
は
男
子
の
エ
ー
ス
瀧

澤
宏
臣
選
手
（
明
徳
寺
）
の
十
二

位
が
最
高
。
女
子
の
エ
ー
ス
福
島

の
り
子
選
手
（
Ｉ
Ｃ
Ｉ
石
井
ス

ポ
ー
ツ
ク
）
は
決
勝
一
回
戦
で
ま

さ
か
の
転
倒
。
十
八
位
に
終
わ
っ

た
。男
子
は
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
マ
ッ

ト
選
手
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
が
、

世界選手権は
何を残したか

特集

7 日のモーグルで優勝を確認し、喜びを爆発
させる上村愛子選手（北野建設スキークラブ）

世
界
三
十
二
の
国
と
地
域
か
ら
、
選
手
・
関
係
者
ら

五
百
八
人
が
猪
苗
代
町
と
磐
梯
町
に
集
っ
た

Ｆ
Ｉ
Ｓ
（
国
際
ス
キ
ー
連
盟
）
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー

世
界
選
手
権
猪
苗
代
大
会
。

町
民
・
町
・
県
・
ス
キ
ー
連
盟
な
ど
が
一
体
と
な
り
歩
ん
だ

五
年
間
。
大
会
の
運
営
費
不
足
問
題
の
浮
上
や
、
深
刻
な
雪
不

足
な
ど
、
開
催
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が

大
会
は
無
事
に
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

紆う

余よ

曲き
ょ
く

折せ
つ

を
経
た
大
会
は
、
な
ぜ
成
功
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
の
か
。

こ
の
成
功
は
猪
苗
代
町
に
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
。

大
会
全
体
を
通
し
て
検
証
す
る
。

川
選
手
、
田
原
選
手
、
水
野
選
手

が
二
十
六
、七
、八
位
、
倉
田
選
手

が
三
十
二
位
で
そ
れ
ぞ
れ
予
選
敗

退
と
残
念
な
結
果
と
な
っ
た
。

　

第
三
日
目
は
エ
ア
リ
ア
ル
の
決

勝
。
男
子
で
は
ラ
イ
ア
ン
・
セ
ン

ト
オ
ン
ジ
ュ
選
手
（
米
国
）
が
初

優
勝
。
女
子
で
は
、
ト
リ
ノ
五
輪

銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
李リ

妮ニ

娜ナ

選
手

（
中
国
）
が
優
勝
し
、
世
界
選
手

権
三
連
覇
を
達
成
し
た
。

三
月
五
日
（
木
）

ハ
ー
フ
パ
イ
プ

　

第
四
日
目
は
国
内
屈
指
の
ス
ー

パ
ー
パ
イ
プ
を
持
つ
ア
ル
ツ
磐
梯

で
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
が
開
催
さ
れ
た
。

　

日
本
勢
男
子
で
は
、
中
学
時
代

ま
で
猪
苗
代
に
住
ん
で
い
た
と
い

う
丹
野
幹
也
選
手
（
Ａ
Ｐ
山
形
）

が
日
本
勢
最
高
十
八
位
、
津
田
健

太
朗
選
手
（
片
品
ク
）
が
十
九
位

な
ど
で
残
念
な
が
ら
予
選
敗
退
。

　

女
子
で
は
冬
期
間
ア
ル
ツ
磐
梯

で
働
い
て
い
る
地
元
ゆ
か
り
の
松

浦
絵
美
選
手
（
バ
ン
プ
ス
）
が
惜

し
く
も
七
位
、
畑
中
み
ゆ
き
選
手

（
ジ
ョ
ッ
ク
ス
）
が
十
位
、
昨
年

の
プ
レ
大
会
で
六
位
入
賞
し
た
三

星
マ
ナ
ミ
選
手
（
雪
浜
ク
）
は
高

さ
の
あ
る
ジ
ャ
ン
プ
で
観
客
を
沸

か
せ
る
も
着
地
に
失
敗
す
る
な
ど

で
十
六
位
と
な
っ
た
。

　

男
子
は
ケ
バ
ン
・
ロ
ラ
ン
選
手

（
フ
ラ
ン
ス
）
が
優
勝
。
女
子
で

は
ビ
ル
ジ
ニ
・
フ
ェ
ー
ブ
ル
選
手

（
ス
イ
ス
）
が
圧
倒
的
な
強
さ
を

見
せ
て
優
勝
し
た
。

三
月
七
日
（
土
）

モ
ー
グ
ル

　

第
五
日
目
は
リ
ス
テ
ル
ス
キ
ー

フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
に
戻
り
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
で
一
番
の
人
気
種
目
、

モ
ー
グ
ル
を
開
催
。

　

日
本
女
子
の
エ
ー
ス
上
村
愛
子

選
手（
北
野
建
設
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

が
初
優
勝
を
果
た
し
た
。
日
本
人

選
手
が
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー

の
世
界
選
手
権
で
優
勝
す
る
の
は

初
め
て
で
、
上
村
選
手
は
来
年
の

バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
五
輪
の
代
表

内
定
も
勝
ち
取
っ
た
。

　

伊
藤
み
き
選
手
（
中
京
大
）
は

メ
ダ
ル
に
あ
と
一
歩
届
か
ず
四
位

入
賞
、
里
谷
多
英
選
手
（
フ
ジ
テ

レ
ビ
）
は
九
位
、
世
界
選
手
権
初

出
場
の
村
田
愛
里
咲
選
手
（
北
海

道
尚
志
学
園
高
）
は
十
九
位
で
予

選
敗
退
と
な
っ
た
。

　

男
子
で
は
西
伸
幸
選
手
（
白
馬

ク
）
が
日
本
勢
最
高
の
四
位
に
入

賞
、
地
元
チ
ー
ム
リ
ス
テ
ル
の
附

田
雄
剛
選
手
が
入
賞
に
あ
と
一
歩

の
七
位
、
尾
崎
快
選
手
（
早
大
）

は
予
選
を
突
破
す
る
も
決
勝
で

コ
ー
ス
ア
ウ
ト
し
十
六
位
、
男
子

の
エ
ー
ス
上
野
修
選
手
（
リ
ス
テ

ル
）
は
予
選
で
転
倒
、
三
十
八
位

で
ま
さ
か
の
予
選
敗
退
と
な
っ
た
。

　

男
子
の
優
勝
は
パ
ト
リ
ッ
ク
・

デ
ニ
ー
ン
選
手
（
米
国
）。

　
三
月
八
日
（
日
）

デ
ュ
ア
ル
モ
ー
グ
ル

　

大
会
最
終
日
は
前
日
の
興
奮
冷

め
や
ら
ぬ
リ
ス
テ
ル
で
デ
ュ
ア
ル

モ
ー
グ
ル
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
の
主
役
も
上
村
愛
子
選

手
だ
っ
た
。
前
日
の
疲
れ
か
ら
何

度
か
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
レ
ー
ス
も

あ
っ
た
が
、
決
勝
ま
で
勝
ち
進
み

伊
藤
み
き
選
手
と
対
戦
、
見
事
二

個
目
の
金
メ
ダ
ル
を
手
に
し
た
。

　

準
優
勝
の
伊
藤
選
手
は
初
の
銀

メ
ダ
ル
に
満
面
の
笑
み
を
見
せ
た
。

里
谷
多
英
選
手
は
復
活
を
感
じ
さ

せ
る
四
位
入
賞
。
村
田
愛
里
咲
選

手
は
決
勝
の
一
回
戦
を
突
破
で
き

ず
十
三
位
だ
っ
た
。

　

男
子
で
は
、
前
日
四
位
と
メ
ダ

ル
ま
で
あ
と
一
歩
だ
っ
た
悔
し
さ

を
バ
ネ
に
西
伸
幸
選
手
が
準
優
勝
。

伊
藤
選
手
と
と
も
に
五
輪
代
表
内

定
を
決
め
た
。
附
田
雄
剛
選
手
は

準
々
決
勝
で
優
勝
し
た
ア
レ
ク
サ

ン
ダ
ー
・
ビ
ロ
ド
ー
選
手
（
カ
ナ

ダ
）
に
惜
敗
し
七
位
。
上
野
修
選

手
と
尾
崎
快
選
手
は
予
選
を
突
破

で
き
ず
不
本
意
な
結
果
と
な
っ
た
。

競
技
結
果
紹
介

ＳＡＪ 21 承認第 929 号
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FROM THE BORDER AREA
境界域から、新しい何かが生まれる

見
る
者
を
魅
了
し
た
世
界
最
高
峰
の
技

01　モーグルで４位、デュアルモーグルで準優勝の西
伸幸選手（白馬ク）。苦手とされるエアもこの日は抜
群の高さを見せた
02　イメージ通りのトリックが出せたと語る松浦絵美
選手（バンプス）は入賞へあと一歩の７位
03　メダルセレモニーで笑顔を見せる左から伊藤みき
選手（中京大）、西伸幸選手、上村愛子選手（北野建
設スキークラブ）の 3 人
04　４人が同時に滑るスキークロスの迫力は観客を圧
倒した
05　各会場で「おもてなしの心」を伝えた豚汁の振る
舞い。毎日ボランティアが活躍した
06　モーグル、デュアルモーグル共に 7 位と入賞まで
あと一歩だった附田雄剛選手（リステル）は正確なター
ンで健在ぶりを見せた
07　世界選手権 3 連覇という偉業を成し遂げた女子エ
アリアルの李

リ

妮
ニー

娜
ナ

選手（中国）のジャンプ
08　日本人同士の決勝となった女子デュアルモーグル
に会場中が熱狂。上村愛子選手が優勝し、伊藤みき選
手は初の銀メダルに輝いた　　　　　　　　　　　　
　　

The World in InawashiroＳＡＪ２１承認第９２６号

ＳＡＪ 21 承認第 927 号ＳＡＪ 21 承認第 925 号

ＳＡＪ 21 承認第 924 号

世
界
三
十
二
の
国
と
地
域
か
ら
、
選
手
・
関
係
者
ら
五
百
八
人
が

参
加
し
、
過
去
最
大
の
規
模
と
な
っ
た
今
大
会
。

選
手
た
ち
が
世
界
の
頂
点
を
目
指
し
て
挑
戦
し
た
技
や
ス
ピ
ー
ド
、

そ
の
圧
倒
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
見
る
者
を
魅
了
し
、
大
い

に
会
場
を
沸
か
せ
た
。

01

ＳＡＪ 21 承認第 931 号 02
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　Interview
　　 私の感じた世界選手権

　開会式から毎日観戦し、選手たちを応援していた刀根
さん夫妻（内野入）。
　「モーグルをメーンに考えていましたが、全競技面白
いと思います。選手の顔や表情まで見ることができるし、
テレビで見るのとは迫力が違います」と話しました。話
を聞いたのはハーフパイプ会場でしたが、モーグル会場
でも手旗を振って懸命に応援する刀根さん夫妻の姿を見
かけました。

　名古屋市でスキーヤーの集まるモーグルバー「Birth 
Stone」を経営している加藤さん。
派手なカツラは会場でもひときわ目立っていました。特
に里谷多英選手と地元中京大の伊藤みき選手を応援しに
きたとのこと。話を聞いたのが予選突破直後だったこと
もあり、「めちゃくちゃ嬉しいです」と感想を述べました。
　スキーが好きな人は名古屋を訪れたらぜひお店に寄っ
てみてはいかがでしょうか。

プレミアムチケットで
全試合を応援

刀
と

根
ね

     隆
たかし

      さん  

  　　　 京
きょう

子
こ

  さん

名古屋から車を走らせ
仲間５人と応援に

加藤　光
み つ

仁
ひ と

さん

が
大
会
の
検
証
委
員
会
を
立
ち
上

げ
る
。
大
会
予
算
に
つ
い
て
再
度

の
検
証
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
組
織

委
員
会
の
予
算
に
は
国
際
映
像
制

作
費
な
ど
が
抜
け
て
い
た
こ
と

を
指
摘
。
三
大
会
の
総
予
算
は
、

二
十
一
億
円
と
い
う
試
算
を
発
表

し
た
。

　

こ
の
数
字
に
マ
ス
コ
ミ
や
町
民

は
反
発
を
強
め
た
。

　
「
そ
の
予
算
は
ど
こ
か
ら
出
る

の
か
」

　
「
そ
ん
な
に
税
金
を
投
入
す
る

の
な
ら
大
会
を
中
止
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
」

世
論
は
大
会
中
止
に
傾
き
か
け
る
。

　

そ
ん
な
中
、
組
織
委
員
会
事
務

局
は
徹
底
し
た
予
算
の
見
直
し
を

図
り
、
三
大
会
で
八
億
一
、三
○

○
万
円
と
い
う
予
算
を
提
出
。
組

織
委
員
会
の
承
認
を
得
た
。

　

コ
ス
ト
を
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
削
っ

た
予
算
の
中
で
、
最
高
の
運
営
と

最
大
の
歓
迎
を
す
る
た
め
に
は
、

　

二
○
○
四
年
六
月
、
米
国
マ
イ

ア
ミ
で
開
催
さ
れ
た
Ｆ
Ｉ
Ｓ
総
会

の
席
上
で
猪
苗
代
大
会
の
開
催
が

決
定
。
本
町
に
は
世
界
選
手
権
組

織
委
員
会
準
備
室
が
設
置
さ
れ
、

着
々
と
準
備
が
進
ん
で
い
っ
た
。

　

○
七
年
を
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
、

○
八
年
を
プ
レ
大
会
と
し
て
大
会

の
経
験
を
積
み
、
万
全
の
体
制
で

本
大
会
に
臨
む
つ
も
り
で
あ
っ
た
。

　

大
会
組
織
委
員
会
議
の
席
上
で
、

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
収
支
決
算
報

告
が
提
出
さ
れ
た
の
が
○
七
年
八

月
、
す
る
と
事
態
は
急
変
す
る
。

　

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
決
算
は
、

約
三
六
○
○
万
円
の
赤
字
。 

大

会
は
大
丈
夫
な
の
か
。
プ
レ
大
会

は
ど
う
な
る
の
か
と
い
っ
た
不
安

が
噴
出
し
、
世
間
に
も
広
ま
っ
て

い
っ
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
九
月
、
福
島
県

行
政
の
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。

各
種
団
体
や
企
業
、
県
民
や
町
民

の
協
力
を
も
ら
い
、
官
と
民
が
一

体
と
な
っ
て
「
協
働
」
す
る
こ
と

が
大
会
成
功
に
は
欠
か
せ
な
い
。

　

組
織
委
員
会
事
務
局
が
出
し
た

結
論
は
そ
れ
だ
っ
た
。

　　　

環
境
省
が
進
め
る
国
民
的
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス

６
％
」
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

を
削
減
し
よ
う
と
い
う
運
動
で
、

組
織
委
員
会
で
は
プ
レ
大
会
か
ら

環
境
省
と
連
携
を
取
り
合
い
な
が

ら
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
い
て
取

り
組
ん
で
き
た
。

　

昨
年
の
プ
レ
大
会
で
は
、
選
手

の
ゼ
ッ
ケ
ン
や
競
技
会
場
内
の
バ

ナ
ー
等
を
活
用
し
て
温
暖
化
防
止

を
呼
び
か
け
て
い
た
が
、
今
大
会

も
コ
ー
ス
や
観
客
席
を
つ
く
る
際

に
樹
木
の
伐
採
を
し
な
い
こ
と
や
、

観
客
席
を
林
の
中
ま
で
広
げ
な
い

こ
と
な
ど
、
準
備
段
階
か
ら
環
境

に
配
慮
し
て
作
業
を
続
け
た
。

　

開
会
式
で
は
、
吉
野
正
芳
環
境

副
大
臣
と
岡
山
紘
一
郎
会
長
が
選

手
の
代
表
10
人
に
エ
コ
バ
ッ
グ
を

手
渡
し
た
。

　

期
間
中
も
会
場
内
の
大
型
ビ

ジ
ョ
ン
で
選
手
か
ら
の
温
暖
化
防

止
メ
ッ
セ
ー
ジ
映
像
を
紹
介
。

　

会
場
内
の
各
所
に
「
ス
ト
ッ
プ

温
暖
化
」
の
ロ
ゴ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

掲
出
し
た
り
、
ブ
ー
ス
を
設
置
し

て
チ
ー
ム
員
も
募
集
す
る
な
ど
、

啓
蒙
活
動
に
も
努
め
た
。

　

今
回
の
大
会
は
「
自
然
と
の
共

生
」
を
理
念
に
掲
げ
、
大
会
の
運

営
に
お
い
て
排
出
さ
れ
る
二
酸
化

炭
素
を
削
減
す
る
と
と
も
に
、
削

減
が
で
き
な
か
っ
た
排
出
量
を
他

の
方
法
で
埋
め
合
わ
せ
る
「
カ
ー

ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
」
の
モ
デ
ル

事
業
に
も
採
択
さ
れ
て
い
た
。

　

風
力
発
電
や
太
陽
光
発
電
設
備

か
ら
の
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書
に

よ
っ
て
二
酸
化
炭
素
約
二
六
○
㌧

の
排
出
量
を
オ
フ
セ
ッ
ト
す
る
こ

と
に
成
功
。
環
境
に
や
さ
し
い
大

会
を
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

う
つ
く
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
は
、
大
会
に
合
わ
せ
て

二
日
か
ら
五
日
ま
で
「
未
来
の
環

境
共
生
ス
キ
ー
ヤ
ー
育
成
事
業
」

を
開
催
。
会
場
と
な
っ
た
町
内
の

「
ば
ん
だ
い
×
２
」
で
は
、
県
内

の
小
学
生
ら
が
雪
と
の
触
れ
合
い

の
楽
し
さ
や
、
地
球
温
暖
化
や
環

境
保
全
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
環
境
保
全
会
議
あ
い
づ

（
Ｅ
Ｃ
Ａ
）
の
メ
ン
バ
ー
は
、
地

球
温
暖
化
に
つ
い
て
、
イ
ラ
ス
ト

や
写
真
で
説
明
し
た
パ
ネ
ル
や
実

験
装
置
を
使
い
、
児
童
ら
と
一
緒

に
地
球
温
暖
化
の
防
止
策
な
ど
に

  

大
会
ま
で
の
キ
セ
キ

「
協
働
」官

と
民
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

で
大
会
成
功
の
た
め
に

び
や
雪
合
戦
な
ど
で
思
い
切
り
雪

と
の
触
れ
合
い
を
楽
し
ん
だ
。

　

競
技
観
戦
の
引
率
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
う
つ
く
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ル
ー

タ
ー
ズ
が
担
当
。

間
近
で
見
る
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

つ
い
て
考
え
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ば
ん
だ
い
２
０
０

０
の
メ
ン
バ
ー
は
、
雪
遊
び
の
楽

し
さ
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
担
当
。

児
童
ら
は
ゲ
レ
ン
デ
で
の
ソ
リ
遊

の
競
技
の
迫
力
に
、
児
童
ら
か
ら

は
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　

も
う
一
方
、
メ
ダ
ル
セ
レ
モ

ニ
ー
の
会
場
と
な
っ
た
猪
苗
代
町

体
験
交
流
館
で
は
、「
ふ
く
し
ま

会
津
の
味
と
技
の
博
覧
会
」
が
開

催
さ
れ
た
。「
お
も
て
な
し
の
心
」

を
具
現
化
す
る
こ
の
事
業
で
は
、

大
会
会
場
で
の
豚
汁
の
振
る
舞
い

サ
ー
ビ
ス
や
、
交
流
館
で
の
伝
統

芸
能
の
公
演
、
ふ
く
し
ま
会
津
の

味
と
技
に
関
す
る
展
示
な
ど
で
選

手
や
観
客
を
も
て
な
し
た
。

　

５
日
に
は
猪
苗
代
の
そ
ば
振
る

舞
い
、
７
日
に
は
ア
ン
コ
ウ
の
解

体
シ
ョ
ー
、
８
日
に
は
カ
ニ
鍋
の

振
る
舞
い
な
ど
も
催
さ
れ
、
訪
れ

た
観
客
ら
は
猪
苗
代
だ
け
で
な
く
、

ふ
く
し
ま
の
味
を
思
う
存
分
味

わ
っ
た
。

　

交
流
館
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
は
、

来
年
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
五
輪

の
開
催
国
で
あ
る
カ
ナ
ダ
や
イ
タ

リ
ア
、
ス
イ
ス
な
ど
ス
キ
ー
の
盛

ん
な
国
々
の
大
使
館
か
ら
の
出
展

も
あ
り
、
訪
れ
た
観
客
ら
は
興
味

深
げ
に
展
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
眺
め
て
い
た
。

　「日本の選手を応援しにきました」と話す西間木さん
は、このコースが出来たころに滑ったこともあるスキー
ヤー。「壁を滑っているみたいな感じだった」と当時の
印象を振り返りました。
　絵梨さんは「テレビで見るよりも迫力があって、全然
違う」優さんは「いつものスキー場より角度が急ですご
い」と選手たちのパフォーマンスに感心しながら応援し
ていました。

須賀川市から家族で
応援に

西
に し

間
ま

木
き

正
ま さ

行
ゆ き

さん

　　　絵
え

梨
り

さん

　　　　優
すぐる

さん

　

環
境
省
と
の
連
携

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連
携

ミニ風力発電機で実験

エコバックを手に笑顔の選手ら

エアリアルを観戦する児童ら

いなわしろ天鏡太鼓の演奏の様子

あいさつする吉野環境副大臣

大会応援ソング JumP ！で毎日
会場を盛り上げた Harmony さん

ＳＡＪ 21 承認第 930 号
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　インターネットＨＰを見て応募し、土日の
２日間、記念グッズの販売を担当しました。
　大会運営を支えるボランティアとして協力
できたこと、選手と勝利の喜びを共有できた
ことが光栄です。スタッフ間の情報の共有や
ボランティアや手伝いの人との段取りでは一
部悪いところがありましたが、こういう機会
を与えてくれた事務局の人に感謝します。

佐藤　隆
た か

則
の り

さん横浜市から参加した

機
が
貸
し
出
さ
れ
た
。

　

金
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
上
村
愛
子

選
手
を
は
じ
め
と
す
る
選
手
、
岡

山
会
長
、
ク
リ
ス
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン

Ｆ
Ｉ
Ｓ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
委
員
長

ら
は
、
雪
不
足
の
中
で
の
コ
ー
ス

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
そ
ろ
っ
て
褒

め
た
た
え
、
ス
キ
ー
場
関
係
者
の

労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

　

閉
会
式
で
ロ
ビ
ン
ソ
ン
委
員

長
は
「
世
界
選
手
権
大
会
招
致

の
立
役
者
」
と
し
て
リ
ス
テ
ル
グ

ル
ー
プ
の
鈴
木
長ち

ょ
う

治じ

相
談
役
の

名
を
挙
げ
、「
あ
な
た
の
熱
意
は

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
だ
」
と
述
べ
、

二
十
数
年
間
日
本
フ
リ
ー
ス
タ
イ

場
に
立
ち
続
け
る
会
員
も
い
た
。

競
技
を
見
る
こ
と
も
な
く
大
会
を

終
え
た
会
員
も
い
る
。　

　
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
一
人

で
も
多
く
の
人
に
届
け
る
た
め
に

一
人
一
人
が
行
動
し
た
結
果
、
大

会
は
成
功
と
い
う
結
末
を
迎
え
た
。

　

○
九
年
三
月
三
十
一
日
、「
い

～
な
郷
の
蔵
ふ
れ
あ
い
館
」
に
お

い
て
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
解
散

総
会
が
開
か
れ
、
約
五
十
人
の
会

員
が
出
席
し
た
。

　

会
の
席
上
、
会
員
か
ら
同
ク
ラ

ブ
と
し
て
の
活
動
解
散
後
も
、
今

大
会
へ
の
取
り
組
み
で
発
揮
さ
れ

　

○
九
年
三
月
に
控
え
た
本
大
会

を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
Ｐ
Ｒ
活
動

や
運
営
補
助
な
ど
の
活
動
を
行
う

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
会
員
の
募
集
が
始

ま
っ
た
の
は
○
七
年
十
二
月
、。

　

同
二
十
二
日
、
設
立
総
会
を
実

施
。
会
長
に
江
花
俊
和
氏
が
就
任

し
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
の
発
送
作

業
か
ら
始
ま
り
、
プ
レ
大
会
で
は

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
。
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
へ
出
か
け
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
。
時
に
は
雪

だ
る
ま
を
作
り
、
時
に
は
凧
を
あ

げ
、
陰
に
な
り
日
向
に
な
り
、
一

年
三
カ
月
の
間
、
地
道
に
活
動
を

続
け
た
。
す
べ
て
は
本
大
会
の
成

功
の
た
め
に
。

　

大
会
中
は
応
援
に
立
ち
続
け
る

会
員
も
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
会
場

に
立
つ
会
員
も
、
あ
る
い
は
駐
車

た
マ
ン
パ
ワ
ー
を
町
の
活
性
化
に

生
か
す
組
織
づ
く
り
を
目
指
す
考

え
が
示
さ
れ
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
江
花
俊
和
会
長

が
「
こ
れ
だ
け
の
町
民
が
集
ま
り
、

町
を
挙
げ
て
一
つ
の
目
標
に
む
け

て
頑
張
っ
た
の
は
画
期
的
な
こ
と
。

地
味
で
目
立
た
な
い
活
動
が
中
心

だ
っ
た
が
、
世
界
大
会
に
携
わ
り

成
功
の
一
翼
を
担
え
た
こ
と
は
誇

り
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

会
員
ら
は
今
後
も
こ
れ
ま
で
の

活
動
で
培
っ
た
マ
ン
パ
ワ
ー
を
生

か
し
て
町
の
活
性
化
に
協
力
す
る

こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

　

記
録
的
な
雪
不
足
の
中
、
昼
夜

を
問
わ
ず
コ
ー
ス
整
備
に
励
ん
だ

猪
苗
代
ス
キ
ー
場
、
ア
ル
ツ
磐
梯
、

リ
ス
テ
ル
ス
キ
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア

の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
。
そ
し
て
、
そ

れ
を
応
援
す
る
た
め
近
隣
の
ス

キ
ー
場
か
ら
は
無
償
で
人
口
降
雪

「
協
働
」一

人
一
人
が
責
任
を
果
た
し
た

　

二
日
に
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、

本
町
の
保
育
園
児
や
小
学
生
、
県

内
の
市
町
村
の
生
徒
ら
が
「
お
も

て
な
し
の
心
」
で
世
界
各
国
の
選

手
や
関
係
者
を
迎
え
た
。

　

開
会
式
の
前
に
開
催
さ
れ
た
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
長
瀬
小
学

校
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
が
登
場
。

六
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
晴
れ

舞
台
と
あ
っ
て
、
児
童
ら
は
き
び

き
び
と
し
た
切
れ
の
あ
る
動
き
と

息
の
あ
っ
た
演
奏
を
披
露
し
た
。

　

そ
の
後
に
は
町
内
三
保
育
所
の

児
童
ら
に
よ
る
白
虎
隊
の
演
舞
が

ル
ス
キ
ー
界
の
発
展
の
た
め
に
尽

力
し
て
き
た
鈴
木
相
談
役
に
謝
意

を
示
し
た
。

　

鈴
木
相
談
役
は
会
場
の
関
係
者

ら
に
深
々
と
一
礼
。
顔
を
上
げ
た

鈴
木
相
談
役
の
目
に
は
涙
が
浮
か

ん
で
い
た
。

披
露
さ
れ
、
外
国
人
選
手
た
ち
は

興
味
深
げ
に
見
入
っ
て
い
た

選
手
ら
の
入
場
口
に
は
、
猪
苗
代

キ
ッ
ズ
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も

た
ち
が
並
び
、
小
旗
を
振
り
な
が

ら
入
場
す
る
選
手
た
ち
を
歓
迎
し

た
。
入
場
行
進
す
る
選
手
た
ち
を

先
導
し
た
の
は
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
福
島
連
盟
の
生
徒
た
ち
。
緊
張

し
た
面
持
ち
な
が
ら
し
っ
か
り
と

選
手
た
ち
を
先
導
し
た
。

　

町
中
を
二
千
九
個
の
雪
だ
る
ま

で
飾
り
、
本
町
を
訪
れ
る
選
手
や

関
係
者
、
観
客
な
ど
を
歓
迎
す
る

「
ス
ノ
ー
ド
リ
ー
ム
２
０
０
９　

い
な
わ
し
ろ
雪
だ
る
ま
祭
り
」

開
会
式
の
会
場
と
な
る
カ
メ
リ
ー

ナ
周
辺
や
三
つ
の
ス
キ
ー
場
に
続

く
道
路
、
町
の
中
な
ど
町
内
の
い

た
る
所
に
雪
だ
る
ま
が
出
現
し
、

来
訪
者
を
出
迎
え
た
。

　

カ
メ
リ
ー
ナ
周
辺
の
会
場
で
は
、

町
内
の
親
子
連
れ
や
小
学
生
ら
の

協
力
に
よ
り
多
く
の
雪
だ
る
ま
が

作
製
さ
れ
た
。

で
大
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に

　Interview
　　 私の感じた世界選手権

　スキー全般が大好きで、自身もモーグル、ハーフパイ
プ、スキークロスなどをやっているという桐谷さん。
　「楽しいです。見にきてよかった。ただモーグル以外
の競技の観客が少ないと感じました。あれでは選手たち
がかわいそう。世界大会ですからもう少し県外などへの
ＰＲもしてくれれば良かったのかなと思います」と苦言
も呈しました。
　運営については、「雪の少ない中、これだけのコース
を整備してくれたことにファンとして感謝します。各会
場で小学生などを観戦させていたことはすごく良いこと
ですね」と語りました。

　「初めてモーグルの試合を見ました。日本人選手の優
勝、入賞がうれしいです」と語った尾谷さん。「12 月か
らチケットや宿の手配など、猪苗代町観光協会にはお世
話になりました。高速道路のトンネルを抜けて、磐梯山
と猪苗代湖が見えたときは風光明媚な所だと思いまし
た」と猪苗代の印象を話しました。
　「雪不足のためトラックで雪を運んだと聞きました。
大会準備ご苦労さまでした。観客が多くてよかったです
ね」と語り、スタッフの苦労をねぎらいました。

富山県から観戦に
訪れたスキーヤー
全試合を応援

桐
き り

谷
た に

　伸一さん

奈良県からモーグル
とデュアルモーグル
を観戦に

尾
お

谷
た に

　敏
と し

尚
な お

さん

※共に上村愛子選手からもらった花を持っていた桐谷さ
んと尾谷さん。この会場で意気投合し、来年のバンクー
バー冬季五輪観戦を約束していました。
　猪苗代大会で出会い、猪苗代町が思い出の地となると
いうのは、わたしたち町民にとってもうれしいことでは
ありませんか。

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

　初めてボランティアに参加して２日～８日
までグッズの販売をしました。地域応援団の
お母さんたちや、いろいろな人と知り合いに
なれてよかった。観客の数にびっくりして、
世界大会ってすごいんだなと思いました。
　実際に目の前で見る競技は、まさに世界レ
ベルという感じですごかった。上村選手の感
動の優勝の場にいれたのはよかったです。

会津若松市から参加した 田代　淳
じゅん

子
こ

さん

ボランティアから一言　    ～ Volunteer's  Voice ～

関
係
ス
キ
ー
場
ス
タ
ッ
フ

選手たちに贈られた白鳥の折り紙。
製作を指導した長尾さん（右）と
江花会長（中）

フリースタイルスキーへの情熱を
たたえられた鈴木相談役

町
を
挙
げ
て
の
お
も
て
な
し

見事な演舞を披露する児童ら
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取
材
を
終
え
て

　

約
五
年
に
わ
た
っ
て
取
り

組
ん
だ
世
界
選
手
権
猪
苗
代

大
会
は
無
事
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
が
語
っ
た
よ
う

に
、
こ
の
大
会
が
成
功
に
こ

ぎ
着
け
る
ま
で
に
は
本
当
に

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
問
題

を
す
べ
て
ク
リ
ア
し
、
大
会

を
成
功
ま
で
導
い
た
の
は
、

絶
対
に
成
功
さ
せ
る
ん
だ
と

取
り
組
ん
で
き
た
事
務
局
を

は
じ
め
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
と
、

わ
れ
わ
れ
が
何
と
か
し
な
け

れ
ば
と
立
ち
上
が
っ
た
企

業
・
県
民
・
町
民
の
皆
さ
ん

に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

た
く
さ
ん
の
企
業
や
団
体
、

個
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付

や
協
賛
。
各
種
団
体
や
地
区

住
民
な
ど
に
よ
る
人
的
支
援

は
、
運
営
費
不
足
問
題
を
消

し
去
り
ま
し
た
。

　

多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

大
会
前
か
ら
雪
だ
し
作
業
に

従
事
し
た
り
、
会
場
以
外
の

ほ
か
の
ス
キ
ー
場
か
ら
も
人

口
降
雪
機
が
提
供
さ
れ
る
な

ど
、
猪
苗
代
・
磐
梯
エ
リ
ア

と
し
て
の
ま
と
ま
っ
た
取
り

組
み
は
、
雪
不
足
を
解
消
し
、

見
事
な
コ
ー
ス
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　

延
べ
約
千
三
百
人
を
超
え

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を

い
た
だ
き
、
二
万
三
千
人
を

超
え
る
参
加
来
場
者
を
記
録

し
た
こ
の
大
会
の
成
功
を
疑

う
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　

官
と
民
の
力
を
一
つ
に
し

て
協
力
す
れ
ば
こ
れ
だ
け
の

こ
と
が
や
れ
る
と
い
う
証
明

に
な
っ
た
こ
の
大
会
は
、
官

民
一
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
一

つ
の
成
功
例
だ
と
思
い
ま
す
。

　

か
た
ち
が
変
わ
っ
て
も
協

力
し
あ
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
こ
う
と
い
う
気
持

ち
が
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
の

胸
に
刻
ま
れ
た
と
し
た
ら
、

そ
の
思
い
が
世
界
選
手
権
が

残
し
て
く
れ
た
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

世
界
的
な
大
会
が
残
し
て

く
れ
た
こ
の
盛
り
上
が
り
を

一
過
性
の
も
の
に
終
わ
ら
せ

ず
に
「
協
働
」
の
気
持
ち
を

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
生
か
し

て
い
く
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ

行
政
と
町
民
の
皆
さ
ん
の
共

同
の
課
題
で
す
。

特
集　

世
界
選
手
権
は
何
を

残
し
た
か　
　
　
　

終
わ
り

民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

地
区
の
入
り
口
に
巨
大
な
雪
だ

る
ま
を
作
り
、
商
工
観
光
課
の
協

力
を
得
て
横
断
幕
や
万
国
旗
な
ど

　
　

曲
渕
地
区　

鈴
木
忠
彦
区
長

「
お
も
て
な
し
の
心
」
を

　

伝
え
続
け
た
地
区
住
民
の
働
き

　

き
っ
か
け
は
、
ト
リ
ノ
冬
季
五

輪
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
に
出
場
し

た
曲
渕
出
身
の
目め

黒ぐ
ろ

香か

苗な
え

選
手
の

応
援
で
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
の

応
援
や
募
金
の
お
か
げ
で
当
地
区

か
ら
も
数
名
が
現
地
で
の
応
援
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
ト
リ
ノ
で
受
け
た
現

地
の
人
の
歓
迎
は
非
常
に
温
か
い

も
の
で
、
と
て
も
感
激
し
ま
し
た
。

Ｗ
杯
や
世
界
選
手
権
に
参
加
す
る

外
国
の
選
手
た
ち
に
も
同
じ
気
持

ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
応
援
を
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
「
や
る
か
ら
に
は
最
高
の
お
も

て
な
し
を
し
よ
う
。
そ
れ
が
あ
の

時
の
恩
返
し
に
な
る
」
と
地
区
住

で
飾
り
ま
し
た
。

　

道
路
沿
い
の
雪
だ
る
ま
は
二
㌧

ト
ラ
ッ
ク
で
何
十
回
も
雪
を
運
び
、

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
と
作
っ
た
も
の
で
す
。

　

大
会
中
は
で
き
る
だ
け
会
場
に

足
を
運
び
、
地
域
応
援
団
と
し
て

選
手
を
応
援
し
ま
し
た
。

　

晴
天
の
せ
い
で
雪
だ
る
ま
は
す

ぐ
に
溶
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

「
お
も
て
な
し
の
心
」
は
伝
わ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ス
キ
ー
ク
ロ
ス

の
会
場
で
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
選
手

の
応
援
を
し
ま
し
た
が
、
国
旗
を

振
り
応
援
す
る
姿
を
見
た
選
手
が

わ
ざ
わ
ざ
こ
ち
ら
ま
で
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
に
き
て
く
れ
ま
し
た
。

も
重
な
り
、
ス
ポ
ン
サ
ー
や
寄
付

な
ど
運
営
費
の
確
保
も
大
変
で
し

た
が
、
今
思
え
ば
、
逆
に
資
金
が

潤
沢
に
あ
っ
た
ら
こ
ん
な
に
盛
り

上
が
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
苦
し
い
中
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
は
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
よ
う

な
結
束
力
を
も
っ
て
協
力
を
し
て

い
た
だ
き
、
そ
う
い
っ
た
困
難
を

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
持
っ
て

い
る
力
に
感
動
し
、
官
民
一
体
と

い
う
状
況
を
非
常
に
心
強
く
思
い

　
　
　

猪
苗
代
町
長　

津
金
要
雄

　

こ
の
度
の
二
○
○
九
年
Ｆ
Ｉ
Ｓ

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
世
界
選

手
権
猪
苗
代
大
会
の
開
催
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、
多
大
な
る
ご
支
援
、

ご
協
力
を
頂
き
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

大
会
が
成
功
裏
に
終
え
ま
し
た

の
も
ひ
と
え
に
皆
さ
ま
の
ご
協
力

の
お
か
げ
と
重
ね
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

誘
致
が
決
ま
っ
た
時
点
か
ら
は

い
ろ
い
ろ
と
紆う

余よ

曲き
ょ
く

折せ
つ

を
経
た

大
会
で
し
た
。
三
年
計
画
で
大
会

の
成
功
を
目
指
し
ま
し
た
が
、
一

年
目
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
赤
字

が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま

い
、
当
時
は
残
念
な
思
い
も
あ
り

ま
し
た
。

　

百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
不
況

ま
し
た
。
ま
さ
に
第
六
次
振
興
計

画
の
行
動
指
針
「
参
加
と
協
働
」

に
沿
っ
た
形
で
の
か
か
わ
り
方
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

猪
苗
代
や
日
本
だ
け
で
は
な
く

国
際
的
な
不
況
、
温
暖
化
に
よ
る

地
球
規
模
の
雪
不
足
、
人
為
的
に

は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
う
な
こ

と
を
町
民
・
県
民
の
結
束
で
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
、

町
民
一
人
一
人
、
職
員
一
人
一
人

が
自
信
を
持
っ
て
い
い
結
果
だ
と

思
い
ま
す
。

こ
の―

結
束
力―

今
ま
で
わ
れ
わ
れ
が
欲
し
い
と
思

い
な
が
ら
、
な
か
な
か
手
に
入
ら

な
か
っ
た
力
を
、
こ
の
ま
ま
終
わ

ら
せ
ず
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
発

揮
し
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
の
力
が
あ
れ
ば
何
も
恐
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
希
望
を

持
っ
て
、「
協
働
」
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。 We are Supporters Club

こ
れ
か
ら
の

「
ま
ち
づ
く
り
」へ
の
答
え

　

地
区
住
民

と
行
政
が
一

体
と
な
っ
て

精
一
杯
応
援

で
き
た
と
思

い
ま
す
。

御
礼
の
ご
あ
い
さ
つ

レースディレクターのジョー・フィッツ
ジェラルド氏は組織委員会に金メダルを
あげたいと語った
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歳
入
は
大
き
く
「
自
主
財
源
」

と
「
依
存
財
源
」
の
二
つ
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
自
主
財
源
」
と
は
、
町
が
自

主
的
に
収
入
す
る
こ
と
が
で
き
る

財
源
の
こ
と
で
、
町
の
主
要
な
財

源
の
一
つ
で
あ
る
町
税
を
は
じ
め

と
し
て
、
使
用
料
及
び
手
数
料
・

分
担
金
及
び
負
担
金
・
財
産
収
入
・

諸
収
入
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
主
要
な
財
源
の
一

つ
で
あ
る
町
税
は
、
十
九
億
ニ

千
六
百
九
十
九
万
八
千
円(

前
年

度
比
一
億
ニ
千
六
十
七
万
九
千
円

の
減)

で
歳
入
全
体
の
ニ
九
・
四

％
を
占
め
て
い
ま
す(

内
訳
は
上

の
表
の
と
お
り)

。

こ
の
ほ
か
、
財
政
調
整
基
金
等
か

ら
の
繰
入
金
が
一
億
四
千
二
百
七

十
五
万
五
千
円
（
前
年
度
比
三
億

五
千
九
百
四
十
一
万
六
千
円
の

減
）、
雑
収
入
な
ど
の
諸
収
入
が

一
億
六
千
六
百
九
万
円
、
前
年
度

か
ら
の
繰
越
金
が
一
億
六
千
万
円

な
ど
、
自
主
財
源
の
合
計
は
三
十

五
億
七
千
七
百
四
十
二
万
三
千
円

で
、
歳
入
全
体
の
三
九
・
三
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
依
存
財
源
」
と
は
、
国
や
県

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
額
が
交
付

さ
れ
る
財
源
の
こ
と
で
、
地
方
交

付
税
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、

町
債
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

依
存
財
源
で
は
、
全
体
の

四
一
・
一
％
を
占
め
る
地
方
交
付

税
が
、
二
十
七
億
五
十
八
万
九
千

円
（
前
年
度
比
一
億
一
千
八
十
五

万
七
千
円
の
増
）、
町
債
は
亀
ヶ

城
総
合
公
園
整
備
事
業
な
ど
を
見

込
み
、
四
億
四
千
六
十
万
円
（
前

年
度
比
一
億
ニ
千
九
百
九
十
万
円

の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
町
債
の
借
入
れ
に
当

た
っ
て
は
、
交
付
税
措
置
の
あ
る

有
利
な
も
の
を
選
ぶ
な
ど
、
負
担

が
軽
減
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
し

た
。

こ
の
ほ
か
、
国
・
県
の
負
担
金
や

補
助
金
、
地
方
消
費
税
交
付
金
な

ど
、
依
存
財
源
の
合
計
は
三
十
九

億
八
千
五
百
五
十
七
万
七
千
円
と

な
り
、
歳
入
全
体
の
六
○
・
七
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的

な
活
用
に
努
め
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
り
事
務

事
業
の
徹
底
的
な
見
直
し
を
行
い
、

経
費
の
節
減
・
合
理
化
を
進
め
る

一
方
、
重
点
施
策
を
選
別
し
て
編

成
し
ま
し
た
。

歳
出
の
十
八
・
四
％
を
占
め
る
民

生
費
は
社
会
福
祉
や
児
童
福
祉
な

ど
に
使
わ
れ
る
費
用
で
、
二
億
九

百
ニ
十
六
万
七
千
円(

前
年
度
比

一
千
百
四
十
万
六
千
円
の
減)

と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
続
く
の
が
、
借
入
金
償
還

の
た
め
の
公
債
費
で
全
体
の
一
七

・
六
％
、
十
一
億
五
千
七
百
三
十

三
万
三
千
円(

前
年
度
比
七
千
百

三
十
万
九
千
円
の
減)

。

そ
の
次
に
続
く
の
が
、
町
道
や
町

営
住
宅
の
整
備
・
管
理
、
除
雪
な

ど
の
費
用
の
た
め
の
土
木
費
で
、

全
体
の
一
七
・
四
％
、
予
算
額
は

十
一
億
四
千
五
百
六
十
五
万
一
千

円(

前
年
度
比
七
億
七
千
五
十
一

万
八
千
円
の
減)

以
下
、
町
の

全
般
的
な
管
理
に
使
わ
れ
る
総

務
費
が
、
全
体
の
十
三
・
一
％
、

八
億
六
千
百
十
万
九
千
円(

前
年

度
比
九
千
七
百
四
十
九
万
二
千
円

の
減)

。
幼
稚
園
や
小
・
中
学
校
、

生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど

に
使
わ
れ
る
教
育
費
が
、
全
体
の

の
一
○
・
六
％
、
六
億
九
千
五
百

四
十
八
万
円(

前
年
度
比
一
千
二

百
九
十
九
万
八
千
円
の
増)

。

そ
の
ほ
か
衛
生
費
が
、
四
億
一
千

八
百
十
一
万
四
千
円(

前
年
度
比

百
二
十
六
万
八
千
円
の
減)

。
商

工
費
が
、
三
億
五
千
四
百
十
八
万

五
千
円(

前
年
度
比
一
千
九
百
二

十
五
万
八
千
円
の
減)

。
消
防
費

が
、
三
億
五
百
六
十
万
五
千
円

(

前
年
度
比
四
百
四
十
三
万
四
千

円
の
増)

。
農
林
水
産
業
費
が
、

ニ
億
九
千
九
百
三
十
五
万
四
千
円

(

前
年
度
比
四
千
九
百
九
十
八
万

円
の
減)

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
の
主
な
事
業

▽
上
ノ
上
住
宅
機
能
向
上
断
熱
工

　

事
費　
　
　

５
，
５
０
２
万
円

▽
雇
用
促
進
住
宅
購
入
事
業
費

　
　
　
　
　
　

５
，
１
０
０
万
円

▽
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業
費

　
　
　
　
　
　

２
，
４
０
０
万
円

▽
除
雪
ド
ー
ザ
購
入
費
用

　
　
　
　
　
　

２
，
１
０
０
万
円

■平成 21 年度予算

一般会計予算は

　

健
全
で
安
定
し
た
町
の
財
政
を
目
指
し
た
平
成
二
十
一
年
度
の
予
算
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
当
初
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算
の
総
額
は
、六
十
五
億
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千
三
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円
で
、

前
年
度
に
比
べ
る
と
十
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（
十
三
・
三
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
財
源
の
重
点
的

か
つ
効
率
的
配
分
に
努
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進

め
ま
す
。
平
成
二
十
一
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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町税
19億2,699万8千円
（29.4％）

地方交付税
27億58万9千円
（41.1％）

町債
4億4,060万円
（6.7％）

繰入金
1億4,275万5千円
（2.2％）

諸収入
1億6,609万円
（2.6％）

繰越金
1億6,000万円
（2.5％）

県支出金
3億0,570万5千円（4.5％）

国庫支出金
2億4,430万1千円
（3.7％）

使用料及び手数料
分担金及び負担金
財産収入・寄付金
1億8,158万円
（2.8％）

地方消費税交付金・地方譲与税・自動車取得税交付金
地方特例交付金・ゴルフ場利用税交付金・利子割交付金
交通安全対策特別交付金・配当割交付金・株式等譲渡
所得割交付金・特別地方消費税交付金
2億9,438万2千円（4.5％）

町税の内訳

対前年度比予 算 額

予 算 額区 分 予 算 額区 分

会 計 名

猪苗代地区財産区

翁 島 地 区 財 産 区

長 瀬 地 区 財 産 区

吾 妻 地 区 財 産 区

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

介 護 保 険

下 水 道 事 業

特定環境保全下水道事業

農業集落排水事業

簡 易 水 道 事 業

合　　　　　計

4,108万5千円

238万4千円

1,221万円

1,187万2千円

18億1,660万4千円

95万7千円

11億1,045万8千円

6億7,222万円

1億6,524万4千円

2億6,447万6千円

1億145万円

43億5,805万7千円

3億2,667万7千円
（対前年度比3.3％）

2億7,842万8千円
（対前年度比△5.8％）

1億7,214万7千円
（対前年度比△7.3％）

1,328万8千円
（対前年度比△45.1％）

287.1％

15.5％

3.1％

△22.2％

0.2％

後 期 高 齢 者 医 療 1億5,909万7千円

△99.6％

△1.2％

△23.7％

8.1％

51.4％

26.5％

△6.6％

収入

支出

収入

支出

収 

益 

的

資 

本 

的

※資本的収支の不足額1億5,885万9千円は、当年度損益
　勘定留保資金などから補てんします。

水道事業会計予算

特別会計予算
議会費
9,137万円
（1.4％）

総務費
8億6,110万9千円
（13.1％）

民生費
12億0,926万7千円
（18.4％）

衛生費
4億1,811万4千円
（6.4％）

農林水産業費
2億9,935万4千円
（4.6％）

商工費
3億5,418万5千円
（5.4%）

土木費
11億4,565万1千円
（17.4％）

消防費
3億560万5千円
（4.7％）

教育費
6億9,548万円
（10.6％）

災害復旧費
53万2千円
（0.0％）

公債費
11億5,733万3千円
（17.6％）

予備費
2,500万円
（0.4％）

△11.5％

歳出

区 分 予 算 額 対前年度比

町 民 税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

特別土地保有税

入 湯 税

合　　計

5億7,392万3千円 △4.5％

△6.7％

1.6％

△4.2％

60％

△12.9％

△5.9％

11億6,196万2千円

3,319万4千円

1億1,963万1千円

40万円

3,824万8千円

19億2,699万8千円

予 算 額区 分 予 算 額区 分

6,295万9千円
（前年度額 6,070万円）

6,295万9千円
  （同　6,070万円）

8億7,298万2千円
（同 17億3,315万5千円）

 8億7,298万2千円
  （同 17億3,315万5千円）

収入

支出

収入

支出

収 

益 

的

資 

本 

的

病院事業会計予算

自 主

財

源

依

存

財 源

歳入
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       町内の中学校で涙の卒業式
　町内の 3 中学校の卒業証書授与式は 3 月 13 日、
各中学校で挙行されました。
　吾妻中学校（矢沢良伸校長）では、卒業生 21 人
が通い慣れた母校を巣立ちました。
　学事報告では、北会津管内中体連陸上競技大会の
男子共通 200㍍走で１位から 3 位までを吾妻中勢
で独占したことや、修学旅行、文化祭などの中学生
活の思い出が報告されました。
　式辞に立った矢沢校長が「夢に向かい、苦しさを
乗り越える覚悟をきめて頑張っていってください」
と卒業生にメッセージを送ると、生徒代表の小椋有

あ

璃
り

那
な

さんが「吾妻中学校の卒業生としての誇りと自
覚を持ち、どんな困難も乗り越えていきます」と力
強く答辞を述べました。
　小学校から一緒だった 21 人はそれぞれ別の道へ
と新しい一歩を踏み出しました。

写真上　卒業証書を受け取る
生徒たちの表情は、未来への
期待と自信に満ち溢れていま
した
写真下　楽しかった 3 年間
を振り返ると、自然と涙が溢
れます

       春からは中学生になります
　町内の 6 小学校の卒業証書授与式は 3 月 23 日、
各小学校で挙行されました。
　猪苗代小学校（芳賀忠夫校長）では、45 人の児
童が卒業。6 年間慣れ親しんだ母校を後にしました。
　学校長式辞では芳賀校長が「これまで以上に目的・
忍耐を大事にし、友だちとともに不断の努力を積み
重ねていってほしい」と激励の言葉を贈りました。
　児童らは卒業証書を受け取ると保護者のもとへ花
を持ってあいさつに。小板橋弘

ひろ

斗
と

さんが「ありがと
うございました」とあいさつすると両親の敏弘さん・
栄子さんは「6 年間よく頑張った。中学校に行くと
勉強も運動ももっと大変になるけど両方頑張れ」と
激励していました。
　春からは、ほかの小学校の卒業生らと一緒に猪苗
代中学校の 1 年生になります。皆さん仲良く勉強
も部活動も頑張ってください。

写真上　整然と並ぶ卒業生。
一人一人に卒業証書が手渡さ
れます
写真下　卒業を迎えた児童は
保護者に花を手渡します。笑
顔でどんな会話をしたので
しょうか

     小学校へ行っても頑張るぞ
　町内の各幼稚園では 3 月 18 日、一斉に修了証書
授与式が挙行され、千里幼稚園（鈴木勝義園長）で
は、きりん組の 26 人が卒園を迎えました。
　修了証書を受け取った園児らは、直っすぐ後ろに
いる保護者のもとへ。「ありがとうございました」
とお礼の言葉をかけながら修了証書を手渡すと、保
護者の目からは涙が溢れました。
　園児らに「小学生になったら何をしたいですか」
と訪ねると、上原大輝くんは「勉強を頑張りたい」
長峰里奈さんは「勉強を頑張るのと、お友だちをいっ
ぱい作りたい」と恥ずかしそうに話してくれました。
　担任の佐藤先生は「元気に小学校へ通って、早く
学校になじんでほしい」と話し、園児らの成長した
姿に目を細めていました。
　式の最後には園児らが大きな声で「思い出のアル
バム」を歌い、遊び慣れた園舎を後にしました。

写真上　晴れの卒園を迎えた
きりん組の園児ら　小学生に
なったら車に気をつけて通っ
てほしいです
写真下　お礼の言葉を聞く
と、ほぼすべてのお母さんが
涙を流していました

　 学びます「ふるさとの味」
　猪苗代高校の 2 年Ｃ組、国際観光課は 3 月 18 日、
そば打ち体験教室を実施しました。　
　この教室は、「そば打ち体験を通してそば処猪苗
代に対する知識と理解を深めるとともに、観光に関
する知識・体験の一つとして学ぶ」という目的で授
業の一環として催されたもので、　会津磐梯そば道
場代表の長谷川徹さん（磐梯町）と民宿やまぐち屋
の渡部清人さん（長坂）が講師になり、生徒らにそ
ば打ちの基本から教えました。
　小椋一

かず

徳
のり

さんは「おいしいです。初めてやってみ
て楽しかったけど、切るのが難しかった」笠間怜

れい

さ
んは「粉がさらさらしていて気持ちよかった。丸く
したそばを四角に伸ばしていくのが難しかったです
が、楽しかったです」と感想を聞かせてくれました。
そばを作っている時も食べている時も、笑顔の絶え
ない楽しい体験教室となりました。

写真上　自分たちの打ったそ
ばは、「いつも食べているそ
ばよりちょっと格好は悪いけ
れどおいしい」そうです
写真下　「難しいっす」と言
いながらも見事な包丁さばき
でそばを切る大川原卓

たく

人
と

さん

INAWASHIRO

H

indergartenK
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

　町民の文化活動や生涯学習の新たな拠点となる猪苗代町体験交
流館の開館式は 3 月 29 日、同館の大研修室で開催されました。
　開館式では津金町長が「町民の学習や文化の交流、各種の講座
など生涯学習の場としても活用してほしい」とあいさつ。
　一般公募をした愛称は、570 点の中から遠藤美代子さん（上
ノ上）の命名した「学びいな」に決定し、遠藤さんには表彰状が
贈られました。
　施設は鉄骨鉄筋コンクリート造り一部３階建てで、ステージや
可動式の客席を備えた大研修室、調理研修室などを備えています。

猪苗代町体験交流館が開館
愛称は「学びいな」に決定しました

　町内の野口英世記念館では 3 月 19 日、開館 70 周年を記念し
た新展示室「野口博士の研究室」がオープンしました。
　新展示室では、米国のロックフェラー医学研究所で働いていた
38 歳当時の博士の姿を人体型ロボットで再現。容姿だけでなく
表情やしぐさなどもリアルで、まるで博士と話しているようです。
　オープン初日に横浜市から訪れた近藤守

まもる

さん・明
あ け

美
み

さん夫妻は、
「すごくリアルで博士と会話をしているようです。子どもたちも
話してみたら励みになると思います」と感想を聞かせてくれまし
た。皆さんも博士と話をしに出かけてみてはいかがでしょうか。

博士と話をしに出かけよう
野口英世記念館に博士ロボが登場

博士が身ぶり手ぶりを交えて話しますテープカットで開館を祝いました

　福島県農業指導士として長年福島県の農業発展のために尽力さ
れた宇川進

すすむ

さん（五十軒）が、退職にあたり福島県知事より感謝
状を贈呈されました。
　地域の農業の中核として、特にトマトの栽培の普及と町内の農
家の技術指導に努めた功績に対するもので、報告を受けた津金町
長は「18 年という長い期間にわたり、県や町の農業発展のため
に尽力していただき、本当にありがとうございます」と感謝の言
葉を述べ、宇川さんの労をねぎらいました。
　お疲れさまでした。

農業発展への尽力に感謝状
農業指導士の宇川さんに感謝状

　農村環境の向上活動に積極的に取り組んだ功績が認められ福島
県農地・水・環境向上対策地域協議会長より表彰を受けた「壺下
地区ふるさとを守る会」の佐藤美晴会長は 3 月 10 日、受賞の報
告のため、町役場を訪れました。守る会では、水路の泥上げや河
川の草刈り、地区内のゴミ拾いなどの環境美化活動や、花の植栽
活動などを行っています。今回表彰されたポイントは、地域との
連携を図り地域住民が一体となって実施していることや、若年層
から高齢者まで世代を超えての交流をしていることだそうです。
　皆さんおめでとうございます。

壺下地区の取り組みを表彰
壺下地区ふるさとを守る会が受賞

報告のため町役場を訪れた宇川さん

表彰状を手にする佐藤会長（右）と津金町長

　猪苗代町納税貯蓄組合長大会ならびに表彰式は 3 月 26 日、町
役場正庁で開かれました。表彰に先立ち、津金町長が式辞を述べ、

「長年町税の収納率向上に重要な役割を担っていただき、ありが
とうございました」と退任する組合長をねぎらいました。　
　表彰では、昭和 52 年から現在まで 32 年間在職中の新町ロ第
１納税貯蓄組合の阿部敏夫組合長が全国納税貯蓄組合連合会創立
50 周年記念の納税功労者表彰を受けたほか、6 年以上在職され
た組合長などに猪苗代町納税貯蓄組合連合会永年在職者表彰が贈
られました。

長い期間お疲れさまでした
猪苗代町納税貯蓄組合長大会開催

50 周年記念表彰を受けた阿部組合長

　集落等におけるむらづくり活動などにおいて、顕著な業績を収
めている団体を表彰する「豊かなむらづくり顕彰事業」の表彰を
受けた長坂集落の黒沢孝

こう

区長と磯谷虎
とら

栄
えい

営農改善組合長の 2 人
は 3 月 24 日、受賞の報告のために町役場を訪れました。
　長坂集落では、県営ほ場整備事業を機に、担い手組織「ニュー
わくわくファーム」を設立。水稲作業の受託や大豆やソバなどの
転作作物の栽培など経営の改善を図りながら、集落全戸参加によ
る「一集落一農場」の営農体制を目指しており、今回の受賞はそ
の取り組みが評価されたものです。おめでとうございました。

一集落一農場のむらづくり
長坂集落がむらづくり活動で表彰

左から黒沢区長、津金町長、磯谷組合長
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　外へ出ると爽やかな風を感じる今日このごろですが、皆さんはどのような春を迎えているでしょうか。
新しい生活をスタートさせた人も多いと思いますが、体調管理だけはしっかりして楽しい毎日を送ってほし
いと思います。
　
　一生の間に、日本人の 2 人に 1 人弱はがんになると言われています。
　平成１９年の日本人の死亡者数は約 110 万人でした。このうち、がんによる死亡者数は約 34 万人。
日本人の約 3 人に 1 人が、がんで亡くなっているということになります。
　本町でもこの傾向は同じで、3 人に 1 人はがんで亡くなっています。さらに 65 歳以上では、2 人に 1 人
ががんで亡くなっている状況です。これはなぜでしょうか。
　
　正解は、日本人が世界一長生きするようになったからです。がんは細胞の老化の一種なので、長生きすれ
ばするほどできやすくなるのです。
　たばこを吸わないなど、がんにならない生活をすることは大事ですが、それでもがんになる可能性はあり
ます。早期のがんでは症状がないことが普通ですから、早期にがんを発見するのが検診の役割です。
　本町では毎年がん検診を実施しており、今年度も検診の対象者調査を実施します（4 月下旬に、保健協力
員さんを通して調査票を各家庭に配布する予定です）。この調査に基づいて検診票を送りますので、正確に
記入して提出してください。
　毎年検診をきちんと受ければ、がんで死ぬ危険を 20％～ 50％減らせると言われています。
本町の検診受診率は、部位によって違いますが、おおむね 3 割弱と低い状況です（欧米での検診受診率は
約 8 割と高くなっています）。
　少しでもがんの死亡を減らすために、お友達をお誘いの上、検診に来てください。

　　

ίϧȳɛɝ 保健福祉課    健康づくり業務    ☎ (62)2115

～ Health Information for you ～

サークル紹介 № 8

　　　　　 　二瓶　葵
あおい

　ちゃん

　　　　　　　　（　三城潟　）

　  お父さん　 二瓶      将史さん
　  お母さん     　　      睦美さん

　最近一人で歩くことがことができるようにな
り、家の中を冒険し始めた葵ちゃん。おじいちゃ
ん、おばあちゃんと追いかけっこをして遊んだ
りもしているそうです。
　テレビ番組「おかあさんといっしょ」の歌を
聞くと踊りだすなど元気いっぱい。
　撮影当日もおもちゃで元気に遊んでいました。

　※「笑顔でこんにちは」に掲載希望の方は、広報担当までお申し出ください。

     　　  　「編み物グループ」

　平成 8 年 7 月に発足し、現在会員数 33 人。40 代から
80 代まで和気あいあいと楽しく元気に活動しています。
　手編みの講師資格や編み物検定上級の資格を取得してい
る星マツノさんを講師に、世界に一つだけのオリジナルの
服づくりなどに挑戦しています。
　左の写真を見てください。みんな自分で編んだ服を着て
いるんです。「先生が教えてくれるので、必ず作品になり
ます。やってみたい人、興味のある人はぜひ連絡をくださ
い」とは会長の石沢恵美子さん。

毎週金曜日の 9：00 から 4：00 まで
体験交流館などで活動します。

連絡先　　会長　石沢恵美子さん　　
　　　　　☎（62）4518

※このコーナーでは、活動をＰＲしたい団体を募集します。毎月 1 団体ずつ紹介していきます
ので、希望する団体は総務課秘書広報業務まで問い合わせください。☎（62）2111

このまま元気に大きくなってね。（パパ、ママより）

皆さんご自慢の自分で作った服　上手ですね

先生と相談してデザインを決定

笑顔でこんにちは

がん検診へ行こう！

第 289 号

　　　　　　　　　がんを防ぐ方法は 2つ
１．がんを遠ざける生活をする

　　食事の塩分は控えめにしよう　　　たばこは吸わない

　　野菜・果物をしっかり食べよう　　太り過ぎないようにしよう

　　運動を定期的にしよう　　　　　　お酒を飲みすぎない

２．がん検診をきちんと受ける　　

　　　　　　　　　　妊婦健康診査の受診票が全員 15 回分になります
　　本町では、少子化対策の一つとして、経済的負担の軽減や安心・安全な妊娠・出産を支援するため、すべ
　ての妊婦さんに対して平成 21 年 1 月 27 日以降の受診より 15 回分までの健診費用を無料（公費負担）とす
　ることとしましたのでお知らせします。
　　第 1 子および第 2 子出産予定で 5 回分までの受診票を持っている人に対しては、残りの受診票を郵送して
　いますので、ご確認をお願いします。
　　1 月 27 日以降分で、医療機関等（助産所、県外里帰り分も含む）に支払った分については、申請に基づ
　きお戻ししています。ご不明な点があれば下記までお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ先　保健福祉課　健康づくり業務　☎（62）2115

早
期
発
見

定
期
受
診
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猪
苗
代
町
役
場
職
員
の

人
事
異
動

　

町
職
員
の
異
動
が
４
月
１
日
付
で

行
わ
れ
ま
し
た
。（　

）内
は
旧
職
名
。

退　

職
（
３
月
31
日
付
）

▼
鈴
木
サ
チ
子
（
保
健
福
祉
課
中
ノ

沢
保
育
所
主
任
主
査
）▼
星
陽
子（
保

健
福
祉
課
川
桁
保
育
所
主
任
調
理

士
）
▼
鈴
木
真
知
子
（
保
健
福
祉
課

猪
苗
代
保
育
所
主
任
主
査
）
▼
栗
原

香
代
（
税
務
課
主
査
）

異　

動

課
長
職

▼
商
工
観
光
課
長
（
世
界
選
手
権
準

備
室
長
）
鈴
木
基
司
▼
農
業
委
員
会

事
務
局
長
（
商
工
観
光
課
長
）
五
十

嵐
秀
一

課
長
相
当
職

▼
総
合
政
策
室
主
幹
兼
総
合
政
策
業

務
主
任
（
総
務
課
主
任
主
査
兼
行
政

管
理
業
務
主
任
）
榊
原
源
法
▼
生
涯

学
習
課
主
幹
兼
体
験
交
流
館
長
（
生

涯
学
習
課
主
幹
兼
公
民
館
長
）
後
藤

新
一

志
朗
▼
商
工
観
光
課
商
工
観
光
業
務

主
任
（
企
画
財
務
課
主
査
）
野
矢
実

主
任
相
当
職

▼
総
合
政
策
室
主
査
（
商
工
観
光
課

主
査
）
柴
田
敏
和
▼
総
合
政
策
室
主

査
（
企
画
財
務
課
主
査
）
歌
川
早
苗

▼
総
務
課
主
査
（
会
計
室
主
査
）
斎

藤
洋
子
▼
企
画
財
務
課
主
査
（
商
工

観
光
課
主
査
）
薄
治
彦
▼
企
画
財
務

課
主
査
（
農
林
課
主
査
）
渡
辺
健
一

▼
企
画
財
務
課
主
査
（
世
界
選
手
権

準
備
室
主
査
）
長
谷
川
勲
▼
税
務
課

主
査
（
企
画
財
務
課
主
査
）
渡
部
智

行
▼
税
務
課
主
査
（
保
健
福
祉
課
主

査
）
石
川
夕
香
▼
税
務
課
主
査
（
世

界
選
手
権
準
備
室
主
査
）
河
治
正
美

▼
町
民
生
活
課
主
査（
税
務
課
主
査
）

小
林
直
美
▼
町
民
生
活
課
主
査
（
保

健
福
祉
課
主
査
）
渡
辺
幸
恵
▼
町
民

生
活
課
主
査
（
建
設
課
主
査
）
近
藤

一
彦
▼
町
民
生
活
課
主
査
（
生
涯
学

習
課
主
査
）
山
崎
義
和
▼
保
健
福
祉

課
猪
苗
代
保
育
所
主
査
（
保
健
福
祉

課
主
査
）
湯
沢
悦
子
▼
保
健
福
祉
課

中
ノ
沢
保
育
所
主
任
保
育
士
（
保
健

福
祉
課
川
桁
保
育
所
主
任
保
育
士
）

小
池
知
恵
子
▼
農
林
課
主
査
（
総
務

課
主
査
）
小
板
橋
敏
弘
▼
教
育
総
務

課
主
査
（
総
務
課
主
査
）
六
角
雅
美

▼
生
涯
学
習
課
主
査
（
世
界
選
手
権

準
備
室
主
査
）
渡
部
克
宏
▼
生
涯
学

習
課
主
査
（
教
育
総
務
課
主
査
）
渡

部
亮
▼
農
業
委
員
会
事
務
局
主
査

（
保
健
福
祉
課
猪
苗
代
保
育
所
主
査
）

▼
総
務
課
主
任
主
査
兼
行
政
管
理
業

務
主
任
（
保
健
福
祉
課
主
任
主
査
兼

福
祉
業
務
主
任
）
関
和
清
智
▼
会
計

室
主
任
主
査
兼
会
計
業
務
主
任
（
商

工
観
光
課
主
任
主
査
兼
商
工
観
光
業

務
主
任
）
石
田
俊
明
▼
町
民
生
活

課
主
任
主
査
兼
国
保
年
金
業
務
主

任
（
総
務
課
主
任
主
査
兼
情
報
政
策

業
務
主
任
）
森
田
茂
夫
▼
保
健
福
祉

課
主
任
主
査
兼
社
会
福
祉
業
務
主
任

（
保
健
福
祉
課
主
任
主
査
兼
健
康
づ

く
り
業
務
主
任
）
浅
井
正
博
▼
保
健

福
祉
課
主
任
主
査
兼
高
齢
者
福
祉
業

務
主
任
（
町
民
生
活
課
主
任
主
査
兼

国
保
年
金
業
務
主
任
）
鈴
木
初
美
▼

保
健
福
祉
課
主
任
主
査
兼
健
康
づ
く

り
業
務
主
任
（
議
会
事
務
局
主
任
主

査
兼
議
事
業
務
主
任
）
矢
森
静
枝
▼

保
健
福
祉
課
主
任
主
査
（
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
派
遣
）
本
田
由
里
子
▼
保

健
福
祉
課
猪
苗
代
保
育
所
主
任
主
査

（
保
健
福
祉
課
川
桁
保
育
所
主
任
主

査
）
渡
部
文
江
▼
保
健
福
祉
課
川
桁

保
育
所
主
任
主
査
（
保
健
福
祉
課
猪

苗
代
保
育
所
主
任
主
査
）
星
恵
子
▼

農
林
課
主
任
主
査
（
生
涯
学
習
課
主

任
主
査
）
島
影
美
江
▼
議
会
事
務
局

主
任
主
査
兼
議
事
業
務
主
任
（
町
民

生
活
課
主
任
主
査
兼
生
活
環
境
業
務

主
任
）
大
嶋
善
一

主
任
職

▼
町
民
生
活
課
生
活
環
境
業
務
主
任

（
農
業
委
員
会
事
務
局
主
査
）
小
林

山
内
身
和
子

係
員
等

▼
総
合
政
策
室
主
事
（
独
立
行
政
法

人
磐
梯
青
少
年
交
流
の
家
派
遣
）
二

瓶
貴
之
▼
総
務
課
主
事
（
世
界
選
手

権
準
備
室
主
事
）
鈴
木
大
樹
▼
総
務

課
主
事
（
町
民
生
活
課
主
事
）
新
明

香
渚
子
▼
保
健
福
祉
課
猪
苗
代
保
育

所
保
育
士
（
保
健
福
祉
課
川
桁
保
育

所
保
育
士
）
加
藤
瑞
穂
▼
保
健
福
祉

課
猪
苗
代
保
育
所
主
任
調
理
士
（
教

育
総
務
課
吾
妻
共
同
調
理
場
）
金
子

幸
代
▼
保
健
福
祉
課
川
桁
保
育
所
保

育
士
（
保
健
福
祉
課
猪
苗
代
保
育
所

保
育
士
）
先
崎
千
賀
子
▼
保
健
福
祉

課
川
桁
保
育
所
保
育
士
（
教
育
総
務

課
み
ど
り
幼
稚
園
教
諭
）
遠
藤
千
絵

▼
保
健
福
祉
課
川
桁
保
育
所
主
任
調

理
士
（
保
健
福
祉
課
猪
苗
代
保
育
所

主
任
調
理
士
）
井
上
裕
子
▼
商
工
観

光
課
主
事
（
世
界
選
手
権
準
備
室
主

事
）
古
川
勇
一
▼
建
設
課
主
事
（
世

界
選
手
権
準
備
室
主
事
）
高
橋
信
仁

▼
上
下
水
道
課
主
任
水
道
技
士
（
町

民
生
活
課
主
任
技
能
員
）
渡
部
敏
夫

▼
教
育
総
務
課
み
ど
り
幼
稚
園
教
諭

（
教
育
総
務
課
吾
妻
幼
稚
園
教
諭
）

長
沢
淳
子
▼
生
涯
学
習
課
主
事
（
世

界
選
手
権
準
備
室
主
事
）
阿
部
智
剛

派
遣

▼
財
団
法
人
福
島
県
観
光
物
産
交
流

協
会
（
世
界
選
手
権
準
備
室
主
事
）

半
沢
勇
生
▼
独
立
行
政
法
人
磐
梯
青

に
つ
い
て
」

（
上
下
水
道
課
下
水
道
業
務
）

・
第
26
号
「
平
成
21
年
度
特
定
環
境

保
全
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
の
賦
課
区
分
に
つ
い
て
」

（
上
下
水
道
課
下
水
道
業
務
）

・
第
27
号
「
猪
苗
代
町
妊
婦
健
康
診

査
実
施
要
綱
」

（
総
務
課
秘
書
広
報
業
務
）

公　

告

・
第
4
号
「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧

す
る
件
」（
税
務
課
賦
課
業
務
）

・
第
5
号
「
農
用
地
利
用
集
積
計
画

に
つ
い
て
」

（
農
業
委
員
会
農
地
業
務
）

・
第
6
号
「
平
成
21
年
度
定
期
予
防

接
種
の
実
施
に
つ
い
て
」

（
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
業
務
）

・
第
7
号
「
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
証
の
交
付
に
つ
い
て
」

（
上
下
水
道
課
水
道
施
設
業
務
）

・
第
8
号
「
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
証
の
交
付
に
つ
い
て
」

（
上
下
水
道
課
水
道
施
設
業
務
）

・
第
9
号
「
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

登
録
す
べ
き
固
定
資
産
の
す
べ
て
を

登
録
し
た
件
」（
税
務
課
賦
課
業
務
）

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
総
務
課
行
政
管
理
業
務
）

・
第
13
号
「
債
権
差
押
調
書
謄
本
の

公
示
送
達
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
14
号
「
差
押
債
権
充
当
通
知
の

公
示
送
達
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
15
号
「
債
権
差
押
調
書
謄
本
及

び
差
押
解
除
通
知
書
の
公
示
送
達
に

つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
16
号
「
猪
苗
代
町
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
指
定
告
示
に
つ
い

て
」（
上
下
水
道
課
水
道
施
設
業
務
）

・
第
17
号
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
の
無
効
告
示
」

（
町
民
生
活
課
国
保
年
金
業
務
）

・
第
18
号
「
猪
苗
代
町
定
額
給
付
金

給
付
事
業
実
施
要
綱
」

（
総
務
課
秘
書
広
報
業
務
）

・
第
19
号
「
猪
苗
代
町
子
育
て
応
援

特
別
手
当
支
給
事
業
実
施
要
綱
」

（
総
務
課
秘
書
広
報
業
務
）

・
第
20
号
「
町
道
路
線
の
区
域
の
変

更
の
告
示
に
つ
い
て
」

（
建
設
課
建
設
業
務
）

・
第
21
号
「
延
滞
金
督
促
状
の
公
示

送
達
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
22
号
「
債
権
差
押
調
書
謄
本
及

び
充
当
通
知
書
の
公
示
送
達
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
23
号
「
公
共
下
水
道
供
用
開
始

告
示
」（
上
下
水
道
課
下
水
道
業
務
）

・
第
24
号
「
特
定
環
境
保
全
公
共
下

水
道
供
用
開
始
告
示
」

（
上
下
水
道
課
下
水
道
業
務
）

・
第
25
号
「
平
成
21
年
度
公
共
下
水

道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
賦
課
区
域

　

４
月
17
日
（
金
）　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
業
務

☎
（
62
）
２
１
１
５

人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相
談
委
員

合
同
相
談
会

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る

様
々
な
問
題
・
悩
み
に
つ
い
て
、
人

権
擁
護
委
員
・
行
政
相
談
委
員
が
解

決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

４
月
14
日
（
火
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

▼
会
場　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
業
務

☎
（
62
）
２
１
１
１

告　

示

・
第
12
号
「
猪
苗
代
町
議
会
定
例
会

招
集
の
告
示
に
つ
い
て
」

少
年
交
流
の
家
（
税
務
課
主
事
）
小

椋
正
久

新
採
用

▼
保
健
福
祉
課
保
健
師
熊
坂
智
美

▼
保
健
福
祉
課
保
健
師
磯
川
さ
ゆ
り

「
ち
び
っ
こ
ラ
ン
ド
」
で

い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　

本
町
で
は
、
親
子
の
遊
び
の
教
室

「
ち
び
っ
こ
ラ
ン
ド
」
を
前
期
と
後

期
に
分
け
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
前
期
の
参
加
者
の
募
集

で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
友
達
と
一
緒

に
遊
ぶ
場
に
、
保
護
者
の
人
は
情
報

交
換
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場
と
し
て

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

　

町
内
在
住
の
２
歳
か
ら
４
歳
ま
で

の
子
ど
も
と
保
護
者　

20
組

（
以
前
参
加
し
た
人
は
除
き
ま
す
）　

▼
開
催
日
時　

　

５
月
26
日（
火
）、６
月
９
日（
火
）、

７
月
21
日
（
火
）、８
月
18
日
（
火
）、

９
月
15
日
（
火
）
の
全
５
回

▼
開
催
時
間　

　

午
前
10
時
か
ら
12
時
ま
で

▼
会
場

　

猪
苗
代
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

▼
申
込
締
め
切
り
日

いなわしろタウンページTown Information まちのお知らせ

掲
示
板

人　

事

募　

集

補
佐
相
当
職

相　

談
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     　   献血へのご協力
　        をお願いします
　下記の日程で献血バスでの全血献
血を行います 400ml 献血にご協力
ください
●４月 14 日（火）
　　午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
　　　　猪苗代警察署
　　1 時 30 分～ 15 時 00 分
　　　　リステル猪苗代　　　　
　　15 時 30 分～ 17 時 00 分
　　　　ケアテル猪苗代　　
● 4 月 28 日（火）猪苗代町役場
　　午前 9 時 00 分～ 17 時 00 分
　問保健福祉課　　☎（62）2115
　
　手続きはお済みですか
　定額給付金の申請

　定額給付金の受付が始まりま
　した。給付を希望する人は早
　めに手続きをお願いします。

　　問総務課　☎（62）2111

編
集
後
記

暮らしの情報広場

　子育て世帯を応援する
　ファミたんカードです

　協賛店 4,000 店突破
を記念して、「ファミた
ん」の携帯ストラップ
をプレゼントします
１．当選番号

「ファミたんカード」の
右上に付された番号の
下３ケタが「５１４」
※下３ケタ「５１４」
のカードを持っている
人が当選者となります。
※抽選方法：2 月 14 日に郡山市労
働福祉会館で行われた「子育て支援
交流」において、福島県子育て支援
連絡会議連合会長に抽選をしていた
だきました。
２．申し込み方法
ハガキまたは電子メールで次の事項
を記入して申し込んでください。
①郵便番号、住所、電話番号、
　氏名（保護者氏名）
②よく利用する協賛店を３つまで
③当選番号を知った方法
　（新聞、ホームページ、町の広報等）
④当選番号が確認できるもの

【はがきで申し込む場合】
　ファミたんカードをコピーして、
はがきに貼り付ける

【電子メールで申し込む場合】
　ファミたんカードをデジカメ等で
撮影し、画像ファイルを添付する
※コピー、画像とも番号の７ケタ全

てが鮮明に見えないものは無効とし
ます。
３．申し込み先

【ハガキ】   〒９６０－８６７０　
　福島市杉妻町２－１６　
　県庁子育て支援課

【E-Mail】
　kosodate@pref.fukushima.jp
4．申し込み期限
　　8 月 31 日（月）まで
５．プレゼントの発送
　　3 月 25 日（水）以降

※ファミたんカード「福島県子育て
応援パスポート事業」は、福島県と
事業者が協力して子育てしやすい環
境整備と、子育て世帯を社会全体で
支える気運を盛り上げることを目的
としています。　この事業は、福島
県とこの事業の趣旨に賛同する事業
所（協賛店舗）が共同で行い、子育
て世帯を応援するものです。

問保健福祉課　福祉業務
　☎（62）2115

     住宅の購入時「保険や
　供託の確認を忘れずに」

　21 年 10 月１日以降に引き渡さ
れる住宅には、「特定住宅瑕

か

疵
し

担保
責任の履行の確保等に関する法律

（住宅瑕疵担保履行法）」の施行によ
り、事業者に保険か供託が義務付け
られます。住宅購入される際は、そ
の住宅がきちんと保険や供託の措置
をとられているか忘れずに確認しま
しょう。

　詳細は国土交通省ホームページ
http://www.mlit.go.jp/ の「 特 定 住
宅瑕疵担保責任の履行の確保等に関
する法律コーナー」からご覧になれ
ます。
※瑕疵担保責任とは、売買などの有
償契約で、その目的物に通常の注意
では発見できない欠陥がある場合
に、売り主などが負うべき賠償責任。

問建設課都市整備業務
　☎（62）2118

 　消防署からのお知らせ　
　 増える林野火災とは？

●林野火災は乾燥する春にかけ
　て多く発生します
　春の気候は乾燥し、降雨量も少な
くなります。また、強風の吹く日が
続き、消火には多くの人員・日数が
必要になってしまいます。
●発生原因の半数が「たばこ」
　「たき火」等の不始末
　近年アウトドアや山登りによる入
山者が増加傾向にあり、たばこや調
理用の火の不始末等、林野火災の半
数が人為的なものです。
●森林の焼失は自然災害を誘発
　森林は一度焼失するとその再生に
は多くの年月が必要になります。し
かも保水能力の低下から大雨・集中
豪雨による地すべりまたは土砂崩れ
を誘発し、被害を拡大することもあ
ります。

　　入山中は火を使用しない。
　　　もし使用する場合は
　　  完全に消火することを
　　　徹底してください。

平成 21 年　統一標語
「見直そう　森の恵みと　火の始末」

　住宅用火災警報器を付けましょう
問猪苗代消防署　☎（62）2112  
　

お知らせ

▼
四
月
を
迎
え
、
卒
業
・
入
学

の
取
材
で
学
校
へ
行
く
機
会

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
と
き
に
ふ
と
思
う
の
は
交

通
事
故
の
こ
と
。
春
か
ら
新
入

生
と
し
て
学
校
に
通
う
子
ど

も
た
ち
が
増
え
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
気
を
つ
け
て
歩
く

の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
わ

た
し
た
ち
ド
ラ
イ
バ
ー
も
心

に
ゆ
と
り
を
持
っ
た
運
転
で

交
通
事
故
防
止
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。
▼
春
は
桜
の
季

節
。
自
宅
近
く
に
あ
る
観
音

寺
川
の
桜
は
、
毎
年
き
れ
い

な
花
を
咲
か
せ
て
わ
た
し
た

ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

▼
有
名
に
な
り
観
光
に
訪
れ

る
人
の
数
も
増
え
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
と
と
も
に
迷
惑

な
路
上
駐
車
や
、
ゴ
ミ
の
問

題
も
出
て
き
ま
し
た
。
地
元

の
人
間
と
し
て
は
、
桜
を
楽

し
む
よ
り
そ
っ
ち
の
ほ
う
に

気
が
い
き
が
ち
で
し
た
。
▼

最
近
は
お
客
さ
ん
の
マ
ナ
ー

が
良
く
な
っ
た
の
か
、
環
境

整
備
が
進
ん
だ
の
か
、
あ
ま

り
ゴ
ミ
の
こ
と
は
聞
か
な
く

な
り
ま
し
た
。
今
年
は
集
中

し
て
花
見
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
と
思
い
今
か
ら
楽
し

み
で
す
。（
大
坂
）

Life Information

　猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
　発生状況（平成 21 年 2 月 28 日現在）

１　犯罪発生状況

◎定額給付金などを狙った還付金等詐欺が予想さ
れます。公的機関の職員が ATM の操作を支持す
ることはありません。

◎夜間外出する際は、夜光反射材を着装して、
　明るい服装ででかけましょう

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 21 年 平成 20 年 増　減 増減率％

猪　苗　代　町 23 25 -2       -8.0
磐　梯　町 12 6 6    100.0
裏　磐　梯 2 4 -2     -50.0

　　　計 37 35 2         5.7

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
21 年 20 年 21 年 20 年 21 年 20 年

窃盗犯計 22 24 12 5 1 3
空き巣 12
出店荒らし 1
忍込み
事務所荒らし
車上ねらい 4
自動販売機
ねらい 1

部品ねらい 1
脱衣場ねらい 7 1
金庫破り 1
万引き 1
置引き 1 3 1
職場ねらい 1
同居ならい
さい銭ねらい 2 2
野荒らし
給油所荒らし
スキー・
スノーボード盗 3 3 9 2
その他の窃盗 5 2 1 2 1
自転車盗
オートバイ盗
自動車盗
その他の
乗り物盗
器物損壊 1 1 1 1

詐欺・横領 1
暴行・傷害

その他の刑法犯

総　計 23 25 12 6 2 4
増　減 -2 6 -2

死亡事故 0 0 0 0 0 0
増　　減 0 0 0
人身事故 19 22 3 9 5 5
増　　減 -3 -6 0

   今月の納期
（納期限 4 月 30 日）

●固定資産税　1 期分

●上下水道使用料 3 月分

お悔やみ申し上げます
（ 2 月 15 日～ 3 月 14 日受付分※敬称略 ）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区

小板橋常吉 78 幸吉 見祢

淺野　市郎 84 茂 打越

瀬戸　勇二 92 亮 相名目

田巻　久夫 73 久夫 行津桜川

鈴木　正男 59 正男 白津

髙橋　ヒナ 88 次郎 新北町

寺木　テイ 85 洋一 磐根

佐藤　恭一 79 恭一 金曲

渡部　幸雄 79 幸雄 九軒町

飯野　一郎 73 一郎 祢次

澁谷　芳一 64 芳一 新町ロ

外崎　善平 85 善平 大島原

古川　壽子 63 英信 半坂

宇南山敏弘 82 敏弘 白津

月岡　フミ 88 義文 古城町

笠間美惠子 69 公三 旭町

髙梨　建夫 80 建夫 川桁

大月　英喜 75 英喜 土田

鈴木　玲子 71 昌幸 関脇

神　     守 81 守 川桁

鈴木　勘作 89 守 曲渕

佐藤　  一 83 一 金曲

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、窓口に申し出ください。

平成 21 年 3 月 1 日現在の現住人口（前月比）
　　世帯数　　　  5,083 戸（＋　1）
　　人　口　男　  7,683 人（－　4）
　　　　　　女　  8,415 人（－ 12）
　　　　　　計　16,098 人（－ 16）
　　　
　　　出生　13 人　　転入　24 人
　　　死亡　25 人　　転出　28 人

町の人口

善意をありがとう

◆文化財保護のため
　宗教法人　土津神社
　宮司　宮沢　重正さん
　　　　　　　　  50,000 円

◆ＦＩＳフリースタイルスキー
　世界選手権猪苗代大会へ
扇田熟年会
代表　鈴木　二郎さん
　　　　　　　　  81,000 円
小林　政壽　さん（今泉）
　　　　　　　　  50,000 円

（株）星自動車
代表取締役　星　一正さん
　　　　　　　　300,000 円
小林　貞夫　さん（西会津町）
                               10,000 円

（株）興林
代表取締役社長　星　健一さん
　　　　　　　  　50,000 円

　
　
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

　
　
　

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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【材料】5 人分
小松菜 250 ｇ・切り干し大根 40 ｇ・ニンジン 50 ｇ・
すりごま 小さじ 5・A（砂糖 小さじ 2 弱・酢 大さじ 2 と 1/2 弱
しょうゆ 小さじ 2 と 1/2） 

【作り方】
① 小松菜は下ゆでし、よく水気を切って 4cm の長さに切りま
す
② 切り干し大根は水につけてもどし、下ゆでして適当な長さ
に切ります
③ ニンジンは長さ 4cm の短冊に切り、下ゆでします
④ Ａの調味料にすりごまを加えてよく混ぜ、ドレッシングを
作ります
⑤ ①～③の水気をよく切り、④で和えて器に盛り付けます

【一人当たりの栄養量】　エネルギー 60kcal、タンパク質 2.2g、
脂質 1.7g、炭水化物 9.9g、カルシウム 168mg、食物繊維 3.3g、
塩分 0.5g

野菜のごま酢和え
（骨粗しょう症予防レシピ）

■一口メモ■
「牛乳が苦手な人でも大丈夫！牛乳や乳製品を使わずカルシウムがとれる一品です」
骨粗しょう症の予防にはまず骨の材料となるカルシウムをたっぷりとることが大切です。小松菜等の青菜や切り干し
大根、ごまにはカルシウムが多く含まれています。この料理でおいしく手軽にカルシウムをとってみてはいかがでしょ
うか。ごまは炒りごまでもよいですが、そのまま使うよりも叩いたり刻んだりすると消化吸収がよくなります。

食生活改善推進員コーナー ～旬の野菜でカンタン料理～　　№１４４

All People's Art Meseum
みんなの美術館

4月は翁島小学校のお友達の作品です（学年は3月16日現在）

書道「力走」

とめ、はね、はらいに
気をつけて、手本をよく見
て書きました。
力強く書くことができたと
思います。 大平陸

り く

人
と

さん（4 年）

版画「冬の磐梯山」

窓から見える磐梯山がきれ
いだと思って作りました。
細かいところの色を作るの
が難しかったですが、よく
できたと思います。

穴沢玲
れ い

奈
な

さん（6 年）

（一版多色刷り）


